























































































































































































































































































































































































































































かった。したがって，以下のことを結論とする o 1，十分のー税はすべて (en-
批rement)廃止する。ただし，祭最日に関する支出(ladepense dl cllte divin)，およ






































































































(cotte-morte) ，グァカ (vacat)などについてもあわせて廃止が提案され， これ
らが，最終案第 13条で廃止された57)。その後，草案第 15条， 16条， 17 














































1) 言語木八尺/米延三次/宮沢俊義編『人権笠言集~ (岩波書屑， 1983年)132頁な
ど参照。原文第 10条は次のとおり。“Nulne doit etre inquiete pour ses opinions， 
meme religieuses， pourvu que leur manifestations ne trouble pas I'ordre public etabli 
parla loi." 
2) アメリカ合衆閤慾法権利章典第 1条は， I連邦議会は，国教の樹立を規定し，も
しくは宗教の自由な礼拝を禁止する法律令制定しではならない。(以下略)Jとする
(高木/米延/宮沢，前注 1)120頁参照)。
3) 辻村みよ子『人権の普遍性と康史性~ (創文社， 1992年)106][。
4) 小泉洋一『政教分離と宗教的自由~ (法律文化社， 1998年)5-6頁。その他，同
書以外のフランス憲法と宗教に関する研究として，大石民『憲法と宗教制度j(有
斐閣， 1996年)第2章「フランス主憲法史と教会・国家関係J，横山談ー「プランス





5) J. Mavidal et E. Laurent， Arclzives Parlementaires， 1" Serie， tome 8 at (以下，AP， 
8:J 337 (un membre) 







法政理論25巻 l号 199-229頁，など参照。また， この日のプノレトン・クラブまた
は三十人委員会での画策については，ノレフェープノレ H789年一一フランス革命序

































9) AP， 8:397-398. 会条文の和訳は，後出注 58)を参照。
10) AP， 8:371. 







第 1条 マンモノレト，タイユ税，コノレベ税， ，炉使用税，監携と設備(lesmain 




第 2条 いかなるものであれ領主独占権 (banalite)，および，サンス，ラント
(cens， rentes) [両者とも年震J，賦課租，譲渡税 (droitsde mutations)，シャ
ンパ-)1/，テラージュ (champarts，terrages) [両者とも現物年貢L ミナー























































12) AP， 8:353 (M. Le cure de....) [議事録の表記の??J.
13) AP，8・354(Un ecclesiastique). 
14) AP， 8:354 (M.Buzot). 





17) AP，8・355(M. Duport)， AP， 8:355-356 (M. Mounier). 
18) AP， 8:356 (M. Duport). 
19) AP， 8:356.条文については，後出注 58)参照。
20) AP，8・359(M. le President)， AP， 8:360 条文については，後出注58)参照。
21) AP， 8:360 (M. Champion de Cice， archeveque de Bordeaux). 
22) AP， 8:361 (M. Necker). 
23) AP， 8:362 (M. Necker) 
24) AP， 8:362 (M. de Clermont-Lodとve)
25) AP， 8:363 (M.料*)[料*は議事録の表記の??J.
26) AP，8・363(M. Camus). 
27) AP， 8:364 (M. de Lally-Tollendal). 
28) AP， 8:364 (M. de Lally-Tollendal). 
29) AP， 8:365-366 (M. Buzot) 
30) AP， 8:366 (M.le comte d'Antraigues). 
31) AP， 8:367 (M. de Lally回Tollendal).
32) AP， 8:367 (M. Barnave). 
33) AP， 8:369 (M.le comte de Mirabeau). 
34) AP， 8:369 (M.le marquis de Lacoste). 
35) AP， 8:370 (M.le marquis de Lacoste) 
36) AP， 8:370 (M.le chevalier Alexandre de Lameth). 
37) AP， 8:370 (M. de Lubersac， eveque de Chartres， M.l'abbe de Montesquiou). 








その〔貸し手の〕名前で，金銭受領証 (desquittances de finances)が交付される。
第5条， 1，000リーブ、ノレ以下には，いかなる受領証も発行されない。J(AP， 8:376.) 
また，その後の教会財産国有化の展開については， fi村理『フランス革命と財産
権~ (創文社， 1997年)130-138頁。
39) AP， 8:381， 382 (M. Gouttes， cure d'Argelliers). 
40) AP， 8:382 (M. de Villiers). 
41) AP，8・384-385(M. Lapoule， depute de Besancon). 
42) AP，8・385(M. Lanjuinais， M. Le Francois， cure， M. JalIet， cure). 
43) AP， 8:385 (M. Desmontiers de MerinvilIe). 
44) AP， 8:385 (eveque de Langres) 
45) AP， 8:385 (M. Chasset). 
46) AP， 8:386 (M. Duport， M. Colbert de Seignelay， ev告quede Rodez). 
47) AP， 8:387 (M. l'abbe Sieyes). 
48) AP， 8:388， 389 (M.l'abbe Siey'とs).
49) AP，8・389，390(M.l'abbe de Montesquiou). 
50) AP， 8:393 (M.l'abbe de Montesquiou). 
51) AP， 8:393 (M. l'abbe de Montesquiou). このようにして教会財産が奪われること
になった背後には， 1ブノレトン・クラブj の計略があったことを指摘し;非難する論述
が，モノレレ神父(l'abbede MoreIlet) によってなされている。 1100人， 200人のコ
ミューン代表からなるこのクラブは協調して議会に，揺るぎない意見[=教会財産
の没収〕を持ち込んだj と。 Morellet，"Reflexions du lendemain sur les Arretes pris 
dans I'Assemblee Nationale relativement aux bien ecclesiastiques， le11 a初O企白t1789，' 
Cαitepar K巴sel，s日'pra羽note7) at 220. 
52) AP， 8:394 (M. Le Clerc de Juigne). 
53) AP， 8:395. 
54) AP， 8:396. 









57) AP， 8:397 (M. Camus). 












































































第 13条 家臣封収益徴.~文権，コット・モjレト徴淑権，デプイユ (dépouilles)，グア
カ，サンス徴収権，サン・ピエー/レのドワニエ，その他同様に司教， ~立教代理





















59) 三卜人委員会，プノレトン・クラブについては，Jレブェー フ、/レ，前出注7)264 J{，ブ
ランソワ・フュレ/モナ・オズーフ編，河野健二{也監訳『フランス革命事典 3~ (みす
ず書房， 1999年)180-192 J{ (rァイヤン派J)，フランソワ・アュ ν/モナ・オズー
プ編，河野健二イ也監訳『フランス革命事典 4~ (みすず書房， 1999年)63-77頁
Ci革命の諸議会J)，Stephane Rials， La declaration des droits de l'homme et du citoyen 
(HACHETfE， 1988) at 31-32， note 37 at 87， Georges Michon， Adrien Duport， esai 
sur histoire du parti feuillant (PAYOT， 1924) at 15， 35，および， Kessel， supra note 7) 
at 127-132などをケ参照。
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